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大岡昇平と 『美女と野獣』
ミシェル･ドポアシュ
はじめに
小説家 ･大岡昇平は1948年 1月号の r映画春秋』に､｢"美女と野獣"について｣1と題す
る論文を発表した｡大岡はこの論文において､ルブランス ･ド･ボーモン夫人が書いた物語 
r美女と野獣』2 (1757年)と､この物語をもとにジャン･コク トオが監督 ･製作 した映画 F美
女と野獣』 3 (1946年)とを比較することによって､コクトオの ｢創作の跡を辿って見よう｣4
としているoポーモン夫人原作の荒筋を紹介 した後､大岡は次のように書いている｡｢こう
してボーモン夫人の童話は-場の婿選びの教訓をもって終わるのであるが､コクトオの脚色
にはこんなモラルはなく､もっと心理的に劇的になっている｣5と｡
本論においては､この説について検討 したい｡そして大岡が F美女と野獣』に対 して下し
た判断の意味を分析 した上で､この判断の弱点と欠陥を指摘 し､なぜ大岡がコクトオの意図
を取 り違えたのかを明らかにしたいと思う｡
1)大岡の説
ボーモン夫人の童話は冷静な ｢婿選びの教訓｣､すなわち ｢外見より心の方が重要である｣
というモラルで終わるが､コク トオの映画は ｢もっと心理的に劇的になっている｣､と大岡
は香いている｡そしてこのような ｢心理的｣で ｢劇的｣な要素を､次のように紹介している｡
｢コクトオの野獣は常に騎士的自制を持っていて､決して下賎に落ちず しばしば寧ろ一種の
悲憤に達する｡くその戸を閉めて下さい｡私を見詰めてはいけない｡私はあなたの視線に堪
えられない｡)と野獣は叫ぶ｣6｡また､なぜ野獣の ｢紳士的自利｣が ｢一種の悲憤に達する｣
のかということについては､こう述べている｡｢ヒロイン､ジョゼット･デェの彫刻風な冷
たい美は (野獣)に恋される無関心な く美女)に相応 し｣い 7｡つまり､大岡がコク トオの
映画において見出している ｢心理的｣で ｢劇的｣な要素は､｢冷たい｣美女の ｢恋される無
関心｣のために失恋した野獣の辛い精神的な経験なのである｡ 
1 ｢"美女と野獣目について｣の引用はすべて､r大岡昇平全典J(筑摩昏房､1996)第 14巻689-
695頁による｡
 
2 ポーモン夫人 『美女と野獣J(角川書店､1992)274頁｡
 
3 r美女と野獣｣のシナリオは､I'atsdecn' -8 Aatsee 93 0
,Aun-cn iema18819(vn-cn､17年 7月)9

頁に掲載されている｡
 
4 前掲聖F､690頁0
 
5 前掲世､692頁0
 
6 前掲哲､693頁｡
 
7 前掲督､694-695頁｡
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｢ボーモン夫人の物語とコクトオの映画との相違をジャンル論の観点から見ると､物語が18

世紀の市民劇を想起させるのに対 して､映画は ｢コルネ-ユ､ラシーヌに相応わしい古風な

恋愛悲劇の風格を持っている｣8と､大岡は指摘 している｡なぜなら､野獣の失恋が生 じさ

せる悲憤感によって ｢`美女と野獣'の煽情的なテーマは一挙に｣取り除かれ､物語全体も｢愛

せられぬ男の恋愛悲劇に高まる｣9からである｡別の言い方をすれば､コクトオはボーモン

夫人の少 し ｢扇情的な｣物語を ｢魂の劇｣ に変えた､と大岡は主張するのである｡10

2)大岡の説の弱点と欠陥
大岡によると､コクトオは物語 r美女と野獣』を ｢コルネ-ユ､ラシーヌに相応わしい古
風な恋愛悲劇｣に変えた､ということになるが､コクトオの映画を見ると､大岡の説は納得
できなくなるだろう｡大岡は明らかに､物語 r美女と野獣』 と映画 『美女と野獣｣】との重要
な相違を見逃しているからである｡つまり､ボーモン夫人の童話は最初から最後まで生真面
目な口調で語られているが､コクトオの映画はユーモアに満ちた作品であり､喜劇の要素を
たくさん含んでいる｡たとえば､映画の最初の場面はコルネ-ユ､ラシーヌの悲劇を連想さ
せるどころか､むしろモリエールの喜劇を想起させる｡コクトオはこの場面において美女の
家族を紹介している｡すなわち､耳ざわりな声で文句をいう､物笑いの種になるほどに上流
気取 りの姉たち｡いたずらをしたり下品な冗談を言ったりすることによって､姉たちをばか
にする兄とその友人アヴナン｡怠け者で二日酔いの召使たち一一｡すべては､まるでモリエー
ルの F滑稽な才女たち』や F学者きどりの女たち｣】に借 りた､喜劇の典型的な登場人物のよ
うである｡こうして美女の姉たちが登場するたびに､当然のごとく滑稽な場面が出現する｡
しかし大岡は論文において､あたかもコクトオのユーモアにまったく気づかなかったかのよ
うに､コクトオが作 り出した喜劇的場面については何も言及していない｡
また､大岡は悲劇の原因を ｢(野獣)に恋される無関心 な く美女)｣に見出しているが､こ
の説も検討を要するだろう｡この点についても､大岡は物語 『美女と野獣Jと映画 F美女と
野獣』との重要な相違を見逃した､と言えるからである｡つまり､ポーモン夫人の美女は確
かに道徳的な女性であり､野獣の外見が嫌悪の念を起こさせるにもかかわらず､野獣の美し
い心が好きになる｡ところがコクトオの美女は､野獣の心に無関心でありながらその動物的
な外見自体が好きになる､いわば変態少女なのである｡
彼女のこういった本質は､映画のプロットが展開されるにつれてますます明らかになる｡
美女と野獣との最初の出会いの時､美女は恐怖のあまり失神している｡ しかし翌晩､美女は
動物を殺 した野獣の血まみれの手をじっと見ることができるようになった｡その時､彼女の
顔が示 している表情はもはや恐怖ではなく､強い好奇心である｡また翌晩､好奇心に駆られ
てまるでス トー カーのようになった美女は､野獣の後を追い､彼が舌を鳴らして水を飲んで
いるところを眺める｡その時､こうした野獣 じみた振る舞いによって魅惑された美女の顔は､ 
8 前掲替､693頁｡ 
9 前掲脅､693頁｡ 
10 前掲督､693頁｡ 
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ことのほか印象的である｡野獣が水を飲む光景があたかも宗教的な啓示となったかのように､
美女の顔は超自然の光に輝いているのである｡
美女はその後､食欲がなくなるほど毎晩野獣に会いたくてたまらなくなる｡ある晩､彼が
とりわけ野獣 じみた本能的な反応を示 したため､美女は興奮のあまり､自発的に野獣の手を
握る｡そして､二人は夫婦のように手を結んで歩き出す｡ しかし､野獣がまた動物を殺 し､
そのために丁寧に謝ると､美女は ｢その言葉はあなたに全然相応 しくはない｣と､激しく怒
る｡彼女にとっては､野獣の恥は､野獣らしく動物を殺すことではなく､むしろ人間のよう
に謝ることなのである｡こうして野獣が人間の姿を取 り戻 したいのに､一方､美女は彼に永
久に野獣らしく振る舞ってほしい､という皮肉な結果になって しまう｡最後の場面で､野獣
が美青年に変身した時､美女は ｢野獣はどこ?｣と､がっか りしたように尋ねる｡青年が ｢野
獣が好きでしたか ?｣ときくと､彼女はまた興香 し､顔を輝かせながら｢はい｣と答える｡やっ
と悟った青年は､美女を ｢おかしい少女｣だと言うのである｡
このようなプロットが明らかにしているように､ボーモン夫人のモラルはコク トオのアイ
ロニーによって完全に覆されている｡外見を軽視 し､野獣の美 しい心を愛 した女性は､野獣
の野獣らしい外見と振る舞いを好む変態少女に変容 したのである｡つまりコク トオは､大岡
が書いているように｢"美女と野獣"の煽情的なテーマ｣を取 り除くどころか､むしろこのテー
マを露呈させていると言えるだろう｡ 
3)結論 :大岡の誤解の理由
映画 F美女と野獣』を ｢魂の悲劇｣として解釈 した大岡は､こうしてコク トオのユーモア
とアイロニーを完全に見逃してしまった｡その理由はどこにあるのだろうか ? 確かに､映
画 F美女と野獣jを論 じる批評家はほとんど､コクトオのユーモアとアイロニーを軽視 し､
むしろ映像の美 しきや幻想的な雰囲気を強調 している 1｡ しか し､大岡のようにこの映画
を ｢古風な恋愛悲劇｣として解釈する批評家はいないだろう｡
大岡がユーモアやアイロニーに敏感でなかったはずはない｡むしろ､大岡の書いたイ乍品が
証明しているように､アイロニーは彼の好んだ方法の一つでさえあった｡ しかし､一般的に
言って､喜劇とユーモアを異文化に伝えるのは容易ではない｡大岡はスタンダールについて
の論文やエッセーを多く害いたが､スタンダールのアイロニーについては何も書いていない｡
また､フランスの人間 ドラマや悲劇的な映画は日本でも成功をおさめてきたが､フランスの
喜劇は滅多に日本に輸入されていない｡つまり､喜劇より悲劇の方が異文化の読者と観客に
とって分かりやすいのだ.大岡が 『美女と野獣』の喜劇的要素とアイロニーを軽視 し､悲劇
的な要素だけを強調 したのは､こういった異文化における喜劇の受容にかかわる問題を含ん
でいると思われる｡
849また､大岡が F美女と野獣』を論 じた1
inedi ionnaretcL lacquesourcees,
年には､相次いで戦争､敗戦､占領の打撃を受
けてきた日本の映画製作が､アメリカやフランスの映画製作に比べると悲惨な状態にあった､
という事情も考慮に入れなければならないだろう｡その結果､当時の批評家は日本映画を過 
llJ Di uc -24Lf 1taon,Rb toera.'m 144頁参照O 
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小評価 し､外国映画を過大評価する傾向にあった｡たとえば大岡は｢フランス映画と私｣(1949
年)というエッセーにおいて､｢日本映画はまったくだらしがない｣が､｢外国映画の要求は
インテリの間には圧倒的に強い｣12と書いている｡
以上のように､ユーモアやアイロニーの異文化受容にかかわる問題､および時代的な事情
によって､大岡は F美女と野獣』において､自分が期待 していたフランスの芸術作品に相応
しい崇高な要素だけを見出し､巨匠ジャン･コクトオに相応 しくないと思われる ｢煽情的な
テーマ｣を見逃した､と言えるだろう｡ 
12 r大岡昇平全集J (筑摩審房､1996)第14巻 697頁｡ 
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